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はじめに

大阪府は、大阪府景観条例（平成10年大阪府条例第44号。以下「景観条例」という。）の制定以降、府域全体の方針を示す「大阪府景観形成基本方針」（以下「基本方針」という。）や公共事業における配慮の指針である「大阪府公共事業景観形成指針」を策定するとともに、７つの景観形成地域を指定し、大規模建築物等の届出による指導誘導を実施してきた。さらに、民間団体、地域活動団体、地方公共団体等で構成する｢大阪美しい景観づくり推進会議｣や府及び市町村を構成員とする「大阪府景観形成誘導推進協議会」の活動を通じて、府民、事業者及び行政が協力し、良好な景観形成への取り組みを積極的に推進してきた。

近年、経済社会の成熟化とともに、人々の価値観も量的充実から質的向上へと変化し、生活空間の質をいかに高めていくかが重要な政策課題となっている。また、地域の歴史や文化、風土に根ざした美しいまちなみや良好な景観に対する人々の意識も高まってきており、地域レベルでのさまざまな取り組みが行われるようになってきている。

このような状況から、良好な景観形成を目的とした総合的な法制度である「景観法」が平成16年6月に公布され、景観を整備･保全するための基本理念の明確化、国民、事業者、行政の責務の明確化、景観形成のための行為規制を行う仕組みの創設、景観形成のための支援措置の創設等がなされたところである。
基本方針は、景観条例に基づき、景観形成に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、景観形成の目標に関する事項、景観形成を推進するための施策の体系に関する事項、景観形成を推進する地域に関する事項等について定めるものであるが、今回の改正では、これまでの景観施策の実績、状況の変化をふまえ、基本目標等の見直しを行うとともに、新たにできた「景観法」を効果的に活用することとした。

「都市の美しさ」に関する府民の意識が、ますます高まりをみせる中で、府は、これまで取り組んできた景観行政のさらなる推進を目指し、府民、事業者及び市町村との適切な役割分担のもと、それぞれの地域らしさを大切にしながら、基本目標を達成するため、良好な景観の形成に努めていくこととする。

なお、基本方針は、府が広域的観点から景観形成に関する施策を推進するための方針・考え方を示すもので、市町村が景観形成の方針を定めようとする際のガイドラインにもなりうるものであるが、地域の特性に応じた景観形成の方針等を策定している市町村の区域においては、当該方針等に基づくものとする。
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第１章　景観形成の基本的考え方

１　景観とは

基本方針においては、我々のまわりにあるさまざまなもので構成されている環境を、我々人間が眺め、感じたものを「景観」ととらえている。そのような「景観」はさまざまな要素から成り立っている。山並み、川や海といった自然の要素は、景観の土台や骨格を形づくっており、さらには、建築物や道路等の施設のみならず、そこで展開される我々の生活も景観の重要な要素である。我々の生活は、環境にさまざまな働きかけを行い、環境を変えることもあるが、こうした都市活動、産業活動等の人間の行為が歴史的な積み重ねを経て、文化となり、景観は形づくられていく。そのような意味で、景観は我々の生活・文化が視覚的に形になって表れたものであるといえる。
我々のさまざまな活動が、景観となって表れることから、良好な景観を創造し、保全し、育成するためには、府や市町村、府民、事業者等が共通認識のもとに、適切に役割を分担しながら、総合的かつ計画的に取り組んでいくべきものである。
２　景観形成の基本的姿勢
景観形成を推進するにあたっての基本的姿勢として、常に景観の全体像をデザインする視点を持つことが重要である。建築物、道路、公園等の公共施設、民間施設等が全体的に総合的な視点をもってつくられてこそ、良好な景観が生まれる。
そこで、特に以下の点に配慮する。

(1) 自然環境に配慮する

　　　大阪を形づくる自然の地形や気候等の風土を大切に考えるとともに、自然環境との調和や共生等、自然環境に配慮することにより、それらと密接な関係を保つことが必要である。

(2) 地域性、場所性、歴史性に配慮する
地域や場所の個性は、風土、歴史、文化や産業等の要因によってもたらされる。それぞれの地域や場所には固有の特性があるため、環境がもつさまざまな情報を読み取り、地域や場所にふさわしい景観形成を行うことが必要である。また、近景だけでなく背景となる風景も含め、どのような人がどのような視点から見るかにも配慮する必要がある。

(3) 生活や活動を通して考える
表面的な美しさだけでなく、機能面や安全面等への十分な配慮と相まって、快適な暮らしの環境が創造できるため、まちが生活や活動の場として快適で暮らしやすいか、それぞれの立場で、生活者の視点に立ち、また、社会規範や生活・経済活動の景観のルールにも配慮し、景観づくりを行うことが必要である。

(4) 心に残る風景をつくる
原風景（我々を育んでくれ、心にいつも持ち続けている風景）として、心のふるさととなりうる景観形成を目指すことが必要である。そのため、景観の優しさ、親しみやすさ、わかりやすさに十分配慮しつつ、人々の心に残る個性と魅力にあふれる景観をつくる。
３　景観形成の主体と役割分担
府民共通の資産となる良好な景観の形成のためには、「大阪府」「市町村」「府民・事業者」がそれぞれの役割を十分に認識し、協力して取り組むことが必要である。特に、都市の景観の大半は、府民・事業者の行為の積み重ねにより形づくられていることから、府民・事業者の景観形成に果たす役割は大きい。

(1) 大阪府の役割
○ 広域的観点から、景観形成に関する基本的かつ総合的な施策を推進する。
○ 景観形成に対する府民の意識を高めるため、市町村と連携して啓発を行うとともに、府民、事業者及び民間団体等の景観形成に関する自主的な活動を促進するため、情報提供や技術的な助言等の支援の措置を講ずる。
○ 広域的観点から特に景観形成を図る必要がある地域（景観行政団体である市町村の区域を除く）においては、景観法に基づく景観計画を策定する等、府民や事業者が行う景観形成について、適切な規制・誘導を行う。
○ 公共事業の実施にあたっては、「大阪府公共事業景観形成指針」に基づき、自らが景観形成の手本となるとともに、地域の景観に与える影響を念頭に推進する。
○ 「大阪府景観形成誘導推進協議会」の活動を通じて、市町村の景観行政団体化を促進するとともに、市町村が行う景観形成に関する基本的な方針の策定や、その方針に基づく景観形成に関する施策の実施に連携し、協力する。
(2) 市町村の役割
○ 府や隣接する市町村と連携し、地域の特性に応じた地域に根ざした景観形成に関する施策を推進する。
○ 景観形成に対する住民の意識を高めるため、府と連携し啓発を行うとともに、住民、事業者や民間団体等の景観形成に関する自主的な活動を促進するため、情報提供や技術的な助言等の支援の措置を講ずる。

○ 特に景観形成を図る必要がある地域において、景観行政団体として景観計画を策定する等、住民や事業者が行う景観形成について、適切な規制・誘導を行う。

○ 公共事業の実施にあたっては、自らが景観形成の手本となるとともに、地域の景観に与える影響を念頭に推進する。
(3) 府民・事業者の役割
○ 日常の生活や企業活動における景観への配慮、土地利用や建設行為等の際の景観への配慮等、さまざまな面で景観形成の重要な主体として活動を行う。
○ 日頃から景観形成に対して関心を持つとともに、マナーを心がけ、景観に関するシンポジウムやまちづくり活動への参加等により意識や知識を高める。
○ 府または市町村が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力する。
４　まちづくりの方向

良好な｢まちづくり｣の結果として、良好な｢景観｣を手に入れることができる。府は、総合計画で、２１世紀の大阪の将来目標を、「大阪の都市や産業等が再生し、大阪に集い、くらす誰もが夢をもち、夢をかなえる元気あふれる大阪づくり」とし、大阪の将来像を示す中で、「自然環境を守り、つくり、育てる魅力ある都市づくり」や「個性と魅力あふれる都市の形成」等の方向性を示している。
一方、少子高齢化、人口減少等、社会経済情勢が大きく変化するなかで、今後の成熟社会における都市づくりの方向が大阪府都市計画審議会答申（Ｈ18.7）で示された。答申では、①既存の都市ストックを活用しつつ、量的充足と併せて質的向上を主眼とした「暮らしの豊かさや安全・安心を高める都市づくり」、②緑に縁取られた集約連携型の都市構造を形成する「大阪の都市の特長を活かした都市づくり」、③多様化するニーズに対応するため、産業、福祉、環境、防災、防犯等の各分野が連携した「多様な担い手が連携し参加する都市づくり」を都市づくりの姿勢としている。それらをふまえ、都市づくりの施策展開にあたっては、①「ふる里大阪」として誇れる都市づくり、②「集積と交流による都市活力」の再生・創出、③「緑に縁取られた集約・連携型都市構造」の強化を基本目標としてあげ、景観に関する施策では、都市部での美しいまちなみの景観形成や郊外部における自然との共生空間の創出等を求めるとしている。
５　景観法活用の考え方
景観法は、府が景観条例に基づき実施してきた景観施策の取り組みを後押しするものであり、景観法の活用はこれまでの取り組みに法律上の根拠を与えると共に、景観計画区域内のさまざまな景観施策のメニューの活用により効果的な景観形成が可能となる。よって、府は、景観法を積極的かつ戦略的に活用することとする。

良好な景観形成は、居住環境の向上等住民の生活に密接に関係する課題であることから、地域に根ざした景観形成を、基礎的自治体である市町村が、主体的に実施していくことが望ましい。そのため、府は、できるだけ多くの市町村が景観行政団体となり、景観行政を積極的に実施するよう働きかけていく。
一方で、府は、景観法において、政令市、中核市、その他同意した団体を除いた区域における景観施策を担う主体としての景観行政団体と位置づけられていることから、当該区域における景観行政について、自ら景観計画を策定する等、積極的な役割を果たす。

なお、府が自主条例に基づき、従来から実施してきた府域全体の方針の提示や市町村間の景観施策の整合等、広域的な観点からの景観行政についても、引き続き実施していく。
第２章 景観形成の目標
１　大阪の景観
(1) 景観特性
自然、社会経済、歴史文化の観点からみた大阪の景観特性は、以下のとおりである。
① 自然的特性
○ 三方をとりまく北摂、生駒、金剛、和泉葛城の山々が、市街地の背景となっている。
○ 都心部では、上町台地が平坦な地形に変化を与えている。
○ 千里、泉北等丘陵の緑が、市街地の景観の中で重要なアクセントとなっている。
○ 穏やかな大阪湾に長く面している。
○ 淀川や大和川等、河川は、人々の暮らしに潤いと安らぎをもたらしている。
○ ｢水の都大阪｣に代表されるように、道頓堀川や土佐堀川等の都心部の河川は、古くから人々の暮らしと結びついている。
○ 水路や数多くのため池を含む農空間が、都市の中の貴重な自然空間となっている。

② 社会経済的特性
○ 都心部は、魅力と活気があり、多様な都市機能が集積する巨大な都市空間である。
○ 郊外は、住宅を中心に憩いと活気のある多様な市街地が形成されている。
○ 臨海部は、工業・港湾機能中心から多様な機能を有するエリアへと展開している。
○ 都心部から京都、神戸、奈良、和歌山等に向け、放射状の都市軸が伸びており、これらを結ぶ環状の都市軸が発達している。
○ 関西国際空港等、新たな都市・交通の中心地が形成されてきている。

③ 歴史文化的特性
○ 上町台地には、歴史･文化遺産が多く、中之島･大川周辺には、近代建築物が多い。
○ 古市古墳群、百舌鳥古墳群等の巨大な古墳群は、平坦部の重要な緑となっている。
○ 旧街道は、寺内町等の多くの歴史・文化遺産をネットワークしている。

○ 市街地の景観は、賑やかで活気があり、｢なにわ文化｣の自由闊達で庶民の活気にあふれ、個性の塊、多様性そのものといえる。
(2) 景観の課題

○ 雑然としていて緑が少ない等、景観面ではマイナスのイメージが強い。
○ 身近な「まち」では、周辺に調和しない看板やポスター、上空を覆う電線や林立する電柱、道路に露出したゴミ置場、雑然とした家なみ等が、美観を損ねている。
○ ゴミ、空き缶、タバコの吸殻等のポイ捨てが多い、違法駐車・駐輪が多い等、景観に関連するマナーについても課題と感じている府民が多い。
○ 経済活動により大規模建築物等の建設が進む一方で、歴史的なまちなみは、後継者不足等の問題から、取り壊しを余儀なくされ、まちの景観が大きく変化している。
○ 多くの府民が自分が生活している身近な地域のまちなみや、文化財等のある歴史的な地域のまちなみ等を、今後より魅力的な場所にしていきたいと願っている。
２　大阪の景観形成の基本目標

　(1) 景観形成の基本目標
質の高い、生活文化に根ざした個性的で優れた景観は、人々を引きつけ、その都市を訪れる人々に深い感銘を与え、長く記憶にとどめられるとともに、そこに住む人々にも誇りと愛着をもたらし、その都市を離れた人々に心のよりどころを与え続ける。

そのような景観を有し、世界に向けて情報発信できる個性をもつ「世界都市」として大阪が発展し、さらに今後とも府民が文化的な生活を享受していくため、生活・文化の反映である良好な都市景観の創造・保全、並びに歴史的景観や自然景観の保全・創造を図ることにより、個性と魅力に富む都市空間とうるおいと愛着を感じることのできる生活空間を創造していく必要がある。また、歴史的な積み重ねにより形成された景観を次世代に継承することからも、地域環境への配慮が必要である。
以上より、府の景観形成の基本目標を以下のとおり定める。

(2) 景観形成の基本方針
大阪の景観特性に対応して、基本目標を達成するため、次の基本方針のもと、景観形成を進める。
① 自然的特性に対する基本方針
『大阪の骨格となる自然軸である｢水と緑｣の景観の構造を保全し、創造し、育成する』
② 社会経済的特性に対する基本方針
『個性と魅力のある都市軸、市街地等の景観を創造し、育成する』
③ 歴史文化的特性に対する基本方針
『世界に誇ることのできる歴史・文化等の大阪固有の景観を保全し、創造し、育成する』
第３章 景観形成を推進する地域
１　景観形成を推進する地域
景観はさまざまな要素から成り立っている。ここでは、さまざまな要素の中より、広域的な観点から大阪の景観を形づくる線状に連続する軸景観、大阪の景観を特徴づける面的にまとまりある地区景観や拠点的な点景観に分類し、それぞれに重要な要素を抽出した。但し、実際に要素を抽出し、景観形成の対象として設定するにあたっては、地域により特色があることから、「地域らしさ」を読み取ること等を通じて、ここに例示した類型にこだわらず設定する必要がある。

· 軸景観は、大阪の景観を形づくっており、連続性のある重要な眺望の対象および眺望の場となっている。自然軸である山々の緑や河川、海岸の水辺は大阪の景観の骨格を成し、人々のくらしに潤いと安らぎをもたらし、自由で活発な都市活動を支えており、都市軸である道路・鉄軌道は求心的な都市構造の大阪では、都心を中心に放射状に伸び、環状に結んでおり、人々の活動を支え、歴史軸である旧街道は時の流れを感じさせるまちなみを多く残し、誇りと安らぎをもたらしている。
· 地区景観は、歴史的な積み重ねを経て、それぞれの地域特性をもち、大阪の景観を特徴づけている。住宅地区は人々が住み、暮らし、地域活動の場となり、商業業務地区は営み、働き、多くの人々が交流し、産業地区では、機能性、効率性が求められた建物等が建ち並び、港湾地区は海や船舶の織りなす魅力ある景観を持ち、田園地区は、四季折々の景観が人々に安らぎと潤いを与え、開発市街地地区では、新しい街、再生する街として個性と魅力を創出している。
· 点景観は、周囲の景観に大きな影響を与える拠点として、大阪の景観を特徴づけている。公園等の緑・水の拠点は、人々に潤いとやすらぎを与え、交通の拠点は、街の顔を成し、多くの人々が訪れ交流し、歴史文化資源では、懐かしさを感じさせ、心のよりどころとなり、公共建造物や大規模建造物は、多くの人々が交流し、地域のランドマークとなっている。
景観形成の基本方針に基づき、景観の保全、創造、育成を着実に図っていくため、これら景観上重要な要素を持つ地域について、景観形成を進める。
２　要素毎の景観形成の方向
　　景観上重要な要素を持つ地域の景観づくりの際には、次の考え方に配慮する。
景観形成の際には、単一の要素のみにとらわれることなく、軸景観、地区景観、点景観のそれぞれが調和することや、地区景観においても住宅地区、商業業務地区、産業地区等それぞれが調和するよう景観の全体像を把握するとともに、同じ要素でも、地域により特色があることから、「地域らしさ」を読み取る等、総合的に配慮する必要がある。
(1) 軸景観　

1 自然軸：山並み･緑地軸

· 山頂、山稜、山際線や市街地に連なり、その背景となっている丘陵や段丘の斜面緑地の保全・育成
· 山間の建造物等（建物、道路、鉄道、鉄塔等）は、自然景観と違和感のない色彩や形態等、市街地（特に視点場）からの見え方や自然景観との調和に配慮

· 自然景観を成り立たせている生態系を含め、自然環境に配慮
2 自然軸：河川軸

· 地域の特性や自然との共存、安全性に配慮した親水空間づくり、河川沿いの緑地の保全、堤防や河川敷、沿岸敷地等の緑化により、「水と緑」の回廊づくりを推進

· 河川とその沿岸のまちの諸要素（橋梁、道路、建物等）が一体となり、水辺への眺望や川に面する建物デザインへの配慮等、川辺を意識した沿岸景観を形成

· 水の再生、良好な自然の保全、自然素材の活用等により、多くの水生生物等が生息できる環境（生態系）に配慮し、優しさを感じる川辺の景観を形成
3 自然軸：海岸軸

· 防風林の育成、沿岸施設の緑化や緑地の整備等により「水と緑の軸」を形成
· 沿岸の施設は、海への眺望の確保、親水空間づくり等、海辺を積極的に活用した配置とすると共に、海辺に調和した色彩や緑化等、海上からの眺めにも配慮
· 多様な海の生物が生息できる環境に配慮し、河川の浄化等によりきれいな海の再生、優しさを感じる自然的な海岸の保全、再生を推進
4 都市軸：道路・鉄軌道軸

【道路】

· 道路とその沿道の諸要素（舗装、街路樹、街灯、交通標識、沿道建築物、敷き際、屋外広告物等）が調和し、かつ一体となって個性を表現する良質な沿道景観を形成
· 緑の質や連続性に配慮し、街路樹の整備や沿道敷地の緑化等により緑化軸を形成

· まちなかの幹線道路や歴史的まちなみを保全する地域等において、無電柱化を推進
【鉄軌道】

· 沿線では、鉄軌道敷き、道路や宅地の緑が連続する等、地域の個性や特長を意識した沿線景観を形成

【高架構造物・橋梁】

· 高架構造物の形状の工夫や高架下の緑化等により、地域の遮蔽性を緩和
· 高架道路・鉄道から見える屋外広告物等整理・統合、デザイン化、川辺や樹林等の良質な眺望資源の保全・維持等によって、快適な眺望景観を育成
· 橋梁は、形態の美しさ、地域の特性、道路との一体性、橋梁間の統一性等に配慮
　　
5 歴史軸：街道軸

· 旧街道と沿道の諸要素が、歴史的な雰囲気が残る周囲の環境も含め、一体的な調和が図られるよう継承し、育成
(2) 地区景観

1 住宅地区

· 自然、風土、歴史、伝統、文化等の地区の個性を継承・育成し、土地とのつながりを意識した良質な景観を形成

· 生垣や屋上庭園等宅地の緑化とともに、公園・街路樹の整備、公共施設の緑化、河川･ため池の親水化、生産緑地の活用等により、水と緑の潤いある環境を形成
· 集落地については、親しみのある伝統的な建築様式や特徴的な色調、固有の自然素材の活用等に留意し、良好な景観を保持・継承
· 木造密集市街地において、良好な市街地住宅の供給と住環境の整備、改善及び防災性の向上を図るとともに、地域をリードする良好な景観形成を推進
2 商業業務地区

· 地区を構成する諸要素（通り、商店街等の建造物、屋外広告物等）のデザインを高め、これらが一体となって調和し、街の顔となる景観を形成

· 建物の位置や高さ、看板の位置や大きさ等において、一定のルールに基づき、規律をもった賑わいの演出を感じる景観を形成
· 駐車場の設置については、附属設備等のデザインの向上、敷際の緑化等、周辺の景観に配慮
3 産業地区

· 街路樹や公園の整備、工場の生垣の設置や敷地内の緑化等により、就業者が憩える空間づくりを進め、潤いを感じる景観を形成
· 地場産業と地域の共存する、良好で潤いのある「際の景観」の創造・育成
4 港湾地区

· 船舶が係留された港の風景、港の歴史を伝える建物・施設等の活用等により、魅力的な景観を保全、育成
· 港湾地区に併設される施設については、周辺の景観と調和させるとともに、港への眺望や海に映えるデザイン等、水辺を意識したものとし、人々に親しまれる海辺の景観を形成
5 田園地区

· 集落、農地、ため池、里山等からなる田園景観は、一体性に配慮し、維持
· 棚田や萱葺き屋根の民家等、貴重な歴史・文化資源として、保全、継承を推進するとともに、建築物等の新設・建替え等については田園景観との調和に配慮
6 開発市街地地区

· 新都市や都市核においては、景観形成のモデル都市として、多様な個性と魅力が感じることのできる、賑わいのある都市景観を創造・育成

· 再生の時期を迎えたニュータウンや大規模公営住宅では、更新の際に、これまでに育まれてきた豊かな緑等の美しい景観、快適な住環境の継承に配慮
(3) 点景観

1 緑・水の拠点

【公園・緑地等】

· 緑の質や自然生態系に配慮し、地域の自然、歴史文化等の立地条件と結び付き、地域と一体となった人々に親しまれる公園、広場の整備、維持
· 古墳と公園等、緑の拠点どうし、或いは隣接する道路、河川、公共施設等の公共空間と連携し、一体的でより魅力的な空間となるよう整備を推進

· 社寺や古墳の森等の伝統ある緑の継承、都市内の崖、丘等に残された自然の森の保全、育成、オープンスペースや街角等の緑化、市民農園等、地域における身近に自然とふれあえる人に優しい緑の拠点づくりの推進
【ため池・遊水地等】

· 周囲の緑化や公園化等により、地域における水と緑の拠点景観に育成
· 地域の特性に応じ、かつ、池固有の歴史や生物等を活かした個性的な景観を形成

· 遊水地や下水道処理施設等は、緑化の推進、親水空間の創出、公園やスポーツ広場等、地域の状況に応じた多目的利用できる府民の憩いの空間を創出
· 水質の保全・改善とともに、自然的護岸等により水生生物が生息できる水辺の環境づくりを推進

2 交通の拠点

· 駅、空港や港を構成する諸要素（駅舎、空港ターミナル、フェリーポート、駅前広場、建造物、屋外広告物等）のそれぞれがデザインに配慮するとともに、周辺も含めて調和し、個性が感じられる景観づくりを推進
· 多くの人々が集散する交流の拠点づくりを進め、地域の顔として地域の特性や文化が感じられる、玄関口にふさわしい景観を形成

· 周辺の道路及び沿道では、ポケットパーク等の整備や街灯、オブジェ、ベンチ、フラワーポット等の設置等により、ゆとりと潤いのある沿道空間づくりを推進
3 歴史・文化資源
· 歴史的な建造物、遺構、まちなみ等の歴史的遺産を景観拠点として、さらに、歴史的な雰囲気が残る周囲の環境も含め、一体的な調和が図られるように継承、育成
· 地域の文化を代表し、コミュニティの中心となる文化施設を拠点に、芸術・文化等が感じられる景観・環境づくりを推進
4 公共建造物・大規模建造物

· 周辺景観との調和、道路と一体的な景観形成、地域性を活かしたデザイン、敷地の緑化等、景観づくりの手本として景観の形成
· ヒートアイランド対策、屋上緑化等の環境へ配慮するとともに、高齢者、障がい者や外国人等も使いやすいユニバーサルデザインに配慮した環境づくりを推進

第４章 景観形成を推進するための施策の体系
１　景観条例及び景観法の運用方針
　(1) 景観条例の運用

大阪府景観条例は、大阪府環境基本条例の理念にのっとり、景観形成に関し、府、事業者及び府民の責務を定めるとともに、それぞれの連携及び協力のもとに府民の生活及び文化の反映である都市の景観、歴史的景観及び自然景観の創造又は保全を図ることにより、風格ある都市空間及び豊かな生活空間を創造し、もって府民の文化的な生活の確保に資することを目的としている。
府は、景観条例に規定した施策について、以下のとおり運用を図るものとする。
推進体勢の整備（条例第７・８条関連）
景観形成は、府民、事業者等の活動が基本となる。そのため、府は、景観条例で市町村・府民・事業者等との協働により、景観形成を推進するための体制を整備し、また、府民・事業者等の景観形成に関する自主的な活動を促進するため必要があると認めるときは、支援の措置を検討することを規定し、互いに連携して景観形成に取り組んでいく。
　　
景観計画に基づく景観形成（法第８～１８条関連）（条例第９～１９・２５条関連）
府は、これまで実施してきた大規模建築物等の届出による指導・誘導制度を景観法に基づく制度により引き続き推進することとし、景観計画の策定を行い、景観条例に届出対象行為等必要な事項を定めて運用する。
景観行政団体である市町村の区域を除き、府は広域的な観点から景観計画を、当該計画区域内の市町村の参画を求めて策定するとともに、将来的に市町村が景観行政団体となり、スムーズに景観計画を策定又は府の計画を引き継げるよう、必要に応じて、先導的・モデル的観点からの景観計画の策定も行う。
　　　○　景観計画の区域は、「景観形成を推進すべき地域」の中で、大阪を代表するような景観で、２市町村以上にまたがるような広域的な景観をもつ地域を中心に選定する。また、拠点的な景観であっても、府が先導的な施策の実施や上位計画に位置づけのある区域については、府が景観計画を策定することも検討する。

○　景観計画の区域で、「景観形成方針」を地域の特性をふまえて策定する。
○　建築行為等を行う際の景観形成上の「景観制限事項」を定め、一定規模を超える建築行為等を行う府民や事業者等に対し、届出制度により制限事項への適合を指導するとともに、著しく景観を乱すような計画については、勧告、変更命令等により、適切に対応する。
○　制度の内容は、ホームページやリーフレットを活用し、府民・事業者に周知を図る。

景観重要建造物・景観重要樹木（法第１９～４６条関連）（条例第２０～２４条関連）
　　府は、景観条例に管理の規定等必要な事項を定めて運用する。

景観上重要な建造物又は樹木の景観上の特段の維持、保全及び継承、また、これらをとりまく地域の良好な景観の形成に有効なものであることから、市町村との適切な役割分担のもと、指定する。

　○　所有者からの提案に応じて指定を検討する。

○　物件の存する市町村が景観行政団体となり取り組むことを原則とする。

○　府の定めた景観計画区域内で要請がある場合、府は、当該市町村と協議し、必要と認める場合には、市町村の要請に基づき、府が指定する。

○　府は、その外観等が、地域の自然、歴史、文化、生活からみて、重要であると認めるものを指定する。

○　府は、指定した建造物等は、地域の特徴的な景観の核として保全・継承を図るとともに、その情報発信に努める。

公共事業景観形成指針（条例第２６条関連）
公共施設等の整備に際しては、公共事業者自らが景観形成の手本となるよう、地域の景観に与える影響を念頭に推進する必要がある。府は、景観条例に基づき「公共事業景観形成指針」を策定しており、庁内各部局が連携してその実施に努めるとともに、府が景観行政団体となる区域では、国、市町村等の公共事業者にも配慮を求める。

(2) 景観法の運用
景観法においては、景観計画による届出の規制誘導以外にも多くの景観形成のための制度が用意されており、効果的に活用する必要がある。
景観法の運用方針では、「良好な景観形成は、居住環境の向上等住民の生活に密接に関係する課題であること、地域の特色に応じたきめ細かな規制誘導方策が有効であることから、基礎的自治体である市町村が中心的な役割を担うことが望ましい。」とされており、府は、できるだけ多くの市町村が景観行政団体となり、景観行政を実施するよう働きかけていくこととする。
市町村（政令市・中核市を除く）が景観行政団体になる際の協議・同意については、柔軟に対応していくこととし、府の施策の継続性、隣接する市町村間のバランスに配慮して、調整を行う。
景観法に用意された景観形成の制度について、以下により、市町村と役割分担のもと、連携して景観形成を推進する。

景観計画の住民提案制度（法第１１～１４条関連）

　　良好な景観形成には、府民、まちづくり団体等の持続的な取り組みが不可欠であり、景観計画についても、参加が求められる。

○　原則として、提案のある地区の存する市町村が景観行政団体となり対応する。
　○　府が景観行政団体である区域において要請がある場合、府は、当該市町村と協議し、必要と認める場合には、市町村の要請に基づき、府が対応する。　
○　提案に係る区域面積は、法の規定どおり、0.5ha以上とする。

景観協議会（法第１５条関連）

　　　　良好な景観形成を持続的に推進していくためには、地域において景観形成に関わりを持つさまざまな立場の関係者が、共通の場を設けて、利害の異なる課題について協議・調整を図ることが有効であり、制度の周知を図る。特に、景観上重要な拠点区域等での活用が望まれる。

○　設置の働きかけがある場合、原則として、対象区域の存する市町村が景観行政団体となり対応する。

○　府の定めた景観計画区域内で結成の要請がある場合、府は、当該市町村と協議し、必要と認める際に設置する。

○　協議会の構成者については、地域の状況に応じて、景観形成に関係する者に対し要請を行う。

景観重要公共施設（法第４７～５４条関連）

良好な景観形成に当って、公共施設が重要な要素の一つであることに鑑み、周辺のまちづくりと一体となった取り組みが行なわれる等、指定することにより効果的に景観形成が図れる場合には、市町村及び管理者と協議のうえ指定する。
○　整備の方針については、地域の特性に応じて、市町村及び管理者と協議し、策定する。
景観協定（法第８１～９１条関連）
　　府民自らの手で、地域のより良い景観の維持・増進を図るため、自主的な規制を行うことができる制度であり、市町村との適切な役割分担のもと、啓発・普及を推進する。

○　原則として、協定認可の要請のある地区の市町村が景観行政団体となり対応する。
○　府の定めた景観計画区域内で協定認可の要請がある場合、当該市町村と協議し、市町村の要請に基づき、府が対応する。

○　協定の認可については、地域の状況等により、柔軟に対応を図る。

景観整備機構（法第９２～９６条関連）
　　　　良好な景観の保全・整備の推進を図ることを目的とする公益法人等において、民間活力を活用した良好な景観形成の推進を図るため、積極的な制度活用を行う。
景観行政団体である市町村の区域を除き、府域で広域的に景観形成を推進しようと活動している団体については府が、個々の市町村域に限定して活動している団体については当該市町村が景観行政団体となり指定することを原則とする。

２　施策の体系
良好な景観形成のための施策は、目に見えた視覚的なもののみを対象とするだけでなく、生活・文化に関わるものも必要であり、景観法や景観条例による直接的な景観施策だけでなく、多種多様な施策・事業が景観に関係している。それぞれが、基本方針をふまえ、総合的、計画的、かつ効果的に推進されることにより、より良好な景観形成につながる。

府は、良好な景観形成を推進するため、「景観形成を推進する地域」において、それぞれの景観を構成する「要素毎の景観形成の方向」に即して、以下の体系に基づき、施策を講じる。


(1) 府民・事業者とともにすすめる景観づくり

① まちの美しさに対する関心づくり

　　　　府民や事業者が気軽に景観づくりに参加できるよう、景観づくりのキャンペーンやシンポジウムの開催、建築物やまちづくり功労者等の表彰、まちなみ百景等の選定、大規模プロジェクトのデザインコンセプトの公表等を行い、府民・事業者・行政が一体となって「まちの美しさに対する関心づくり」に取り組む。

② 美意識・美的感性づくり

次代を担う子どもたちが学校や地域社会において、また、府民や事業者は生涯学習の一貫として、美意識や感性を養える多様な機会を得られる等、人々の「美意識・美的感性づくり」に取り組む。
③ ルール・マナーを守る景観づくり

　　　　景観を阻害する違法行為に対する指導の強化と併せて、業界や住民団体等との連携による除去活動やマナー向上のための府民運動等の展開により、まちの景観に対する意識の高揚・マナーの向上を図り、府民・事業者・行政が一体となって「ルール・マナーを守り景観づくり」に取り組む。

④ まちづくりの担い手のネットワークづくり

　　　　行政と府民・事業者が共に手を携えて景観づくりを進めるため、地域に根ざした府民・事業者のまちづくり活動の支援、まちづくりリーダーや活動団体の育成とそのネットワーク化を進める、「まちづくりの担い手のネットワークづくり」に取り組む。

協働による景観形成を推進していくためには、共通の目標の設定や情報交流等が容易に行うことのできる、横断的な場を設置して取り組むことが有効であり、現在、学識経験者、公共団体、公的・民間団体、地域活動団体の参画により、『大阪美しい景観づくり推進会議』が設立され、府民運動としての景観づくりを展開していく活動が行われているが、今後、府は、「豊かな環境づくり大阪府民会議」等、他の活動団体等とも連携し、ネットワークを強める。

(2) 適切な規制・誘導による景観づくり
　　　　建築協定、地区計画や総合設計等の誘導制度を、大規模プロジェクトや歴史的建造物の地区等、景観形成のモデルとなるような地区だけでなく幅広く活用を行うと共に、景観形成のためのガイドラインの策定・活用により、良好な景観の形成を誘導する。また、景観法や景観条例等に基づく建造物等の誘導・規制等により、地域の特性を活かした個性ある都市景観づくり、広域的な観点からの都市景観づくり等、「適切な誘導による景観づくり」に取り組む。

(3) 美しい景観づくりのための事業
　　① 水に親しめるまちづくり
　　　　府民が誰でも容易に水辺に近づくことができ、水辺から親しみや安らぎを感じ、動植物も共生する「水に親しめるまちづくり」をめざして、水辺を活かした景観づくりをめざし、大阪湾ベイエリアにおける先導的な景観づくり、親水護岸、人工磯や文化・レクリエーション施設の整備等、府民に親しまれる海岸の保全・整備や旧淀川水系等での新たな水の都づくり等に取り組む。
② 花と緑にあふれるまちづくり

　　　　花や緑を量だけでなく、生き物が生息できる環境、地域にふさわしい緑、季節を感じる花等、緑の質やつながり、見え方についても配慮し、さまざまな工夫により身近に感じられるよう、効果的に配置する。公園や道路、学校等の公共施設や民間建築物等の緑化の推進や花と緑の府民運動を展開するほか、広域的及び地域ごとのみどり景観のあり方を示す計画の策定等、「花と緑にあふれるまちづくり」を総合的な景観形成について、府民みんなの運動として展開する。
③ 快適で潤いのある美しいみちづくり

　　　　構造物等が景観に及ぼす影響に配慮するとともに、緑豊かな街路樹、安全で安心して歩ける歩道、電柱・電線のないすっきりしたみち、わかりやすい案内標識等、誰もが「快適で潤いのある美しいみちづくり」を、沿道のまちづくりと一体となって進める。また、府民や事業者の協力のもと、街路を適切に維持管理し、その美観の保持に取り組む。
④ 歴史・文化の息づくまちづくり
　　　　歴史的・文化的な景観を有している地区において、住民の自発的な取り組みや協力のもと、独自の景観を継承・活用し、調和のとれた住みよいまちづくりを進めるため、街なみの保全整備に対する助成や住民のまちなみ保全活動に対する支援及び歴史的まちみと調和する道路、水路等の整備を進める。また、歴史・文化的な行事や建物等を活かし、文化性豊かな都市景観を育み、「歴史・文化の息づくまちづくり」を進めていく。

⑤ 手本となる公共建築づくり

　　　　適切で多様な人材の活用やコンペの採用等により、空間的ゆとり、美しさ、芸術性を備えた府民に親しまれる文化の薫りの高い施設づくり、地域の景観をリードする美しい施設づくりを目指し、「手本となる公共建築づくり」に取り組む。
⑥ 地域のシンボル・モデルとなるまちづくり

都市再開発等の大規模なプロジェクトにおいて、新たな都市の顔、地域の顔、さらには大阪の顔という視点に立って、景観形成のモデル地区としての総合的な整備を行い、府内各地で新たな「地域のシンボル・モデルとなるまちづくり」に取り組む。また、民間木造住宅が密集する地区等においては、良好な市街地住宅の供給と住環境の整備・改善及び防災性の向上を図るとともに、地域をリードする良好な景観形成を推進する。

３　さまざまな施策との連携
　庁内各部局や市町村では、景観に関連する様々な事業や施策が多く行われており、それらの事業の成果の積み重ねが、景観形成につながっていく。しかし、良好な景観形成を推進するためには、常に景観全体をデザインする視点を持ち、基本目標と基本方針のもと、さまざまな景観施策が連携して、総合的、計画的、かつ効果的に取り組むことが必要である。
　　例えば、現在、都市計画区域マスタープラン、みどりの大阪21世紀推進プラン、大阪文化プランや大阪府住宅まちづくりマスタープラン等各部局の上位計画等で景観に関連する位置づけがなされているが、それぞれに連携を図り、施策を推進することが必要である。

このため、府は、景観形成に関連する事業、啓発・支援策、法令等の制度等に基づく規制・誘導等が相互に連携し、取組みを推進することとし、庁内の「美しい景観づくり連絡調整会議」や市町村との「大阪府景観形成誘導推進協議会」を積極的に活用する。
資料１－１























― 基本目標 ―


 “美しい世界都市大阪の実現”


１ 風格があって賑わう個性と魅力に富む都市空間の創造


２ うるおいがあり、愛着を持って住み、働くことができる生活空間の創造


３ 次世代に継承することのできる美しい地域環境の保全











■景観上重要な要素


軸景観：自然軸 ― 山並み･緑地軸、河川軸、海岸軸　


：都市軸 ― 道路･鉄軌道軸


：歴史軸 ― 街道軸


地区景観：住宅地区、商業業務地区、産業地区、港湾地区、田園地区、開発市街地地区


点景観：緑･水の拠点、交通の拠点、歴史･文化資源、公共建造物･大規模建造物





（3）美しい景観づくりのための事業


① 水に親しめるまちづくり


② 花と緑にあふれるまちづくり


③ 快適で潤いのある美しいみちづくり


④ 歴史・文化の息づくまちづくり


⑤ 手本となる公共建築づくり


⑥ 地域のシンボル・モデルとなるまちづくり

















（2）適切な規制・誘導による景観づくり











（1）府民・事業者とともにすすめる景観づくり


① まちの美しさに対する関心づくり


② 美意識・美的感性づくり


③ ルール・マナーを守る景観づくり


④ まちづくりの担い手のネットワークづくり
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